
 

 

 

１、実践の目的 
 文部科学省が提唱するＧＩＧＡスクール

構想の流れを受け、秦野市でも令和３年度

から、学習用端末が生徒一人に１台ずつ配

備されている。子どもたちがＩＣＴ端末を

日常的に活用できるようにするため、新た

な学び方を開拓することがこれからの課題

と言える。また、職場の大きな課題である職

員の多忙化や長時間労働の改善を、ＩＣＴ

の活用を通して実現する方法を模索したい

と考え、このテーマを設定した。 

 

２、実践の内容 
（１）研究内容 

５月 24 日（火）第１回研究推進委員会 

 テーマ設定と今年度の取組みについて 

６月 20 日（月）研究全体会    

 テーマと取組みについて全職員で共有 

８月 24 日（水）第１回校内研究会 

ＩＣＴマイスターによる「デジタル職員室」

の講習会 

８月 25 日（木）園小中夏の合同研修会 

 Google for Education によるＩＣＴの 

活用について 

10 月 19 日（水） 

第２回校内研究会（講演会） 

 講師：青山学院中等部情報教育担当講師 

    安藤 昇 氏  

１月 30 日（月）第２回研究推進委員会 

 研究の振返りと反省 

２月６日（月）研究全体会 

 研究のまとめと来年度に向けて 

 

  

 

（２）授業活用について 

今年度は、子どもたちが意欲をもって学

習に取り組めるようなＩＣＴの活用方法に

ついて実践例を学んだり、それぞれが工夫

して実際に職員自身で取り組んでみること

を１つの目標として設定した。職場にはＩ

ＣＴに詳しい職員も増えてきたが、今まで

ほとんど使った経験のない職員もおり、多

くの職員が安心して授業で端末を使えるよ

うに、ＩＣＴマイスターを中心に様々な方

法で情報発信や啓発活動を行った。 

まず、Google サイトにＩＣＴ活用のペー

ジを作り、そこにマイスターが、授業で使い

やすいツールや便利な機能、他校の取組み

などの動画をアップし、職員がいつでも見

て活用できるようにした。 

10 月の校内研究会では、青山学院中等部

情報教育担当講師で、Youtube にも数多く

の動画を投稿している安藤昇先生をお招き

し、生徒たちの興味関心を引き出し、授業を

楽しくする方法や工夫について、映像を交

えて実践的な講義をしていただいた。 
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（３）職員の業務改善について 

ＩＣＴを活用することで教員が教材やプ

リントを作成する時間が短縮されるばかり

でなく、Canva を使ってプレゼンテーショ

ンを行ったり、Qubena のドリルを授業の

まとめに使うことで、個々の生徒に応じた

指導も効率的にできるようになった。 

 また、「デジタル職員室」として、必要な

事務作業を１つにまとめた取組みも始めた。

職員の健康観察、連絡事項（日報）、生徒の

欠席連絡などに「デジタル職員室」のページ

からすぐにアクセスすることができ、職員

会議の資料や、先述のＩＣＴ活用の動画も

ここから見ることができる。また年度末反

省などにおいても Forms を作成し、各自が

直接入力することができるようになり、今

までプリントの編集や印刷、冊子づくりに

かかっていた手間をなくすことで、業務改

善やペーパーレス化による資源の節約にも

つながっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３、実践の成果 
（１）教師の変容 

今年度、校内研究として取り組むことで、

積極的に授業でＩＣＴを活用しようとする

意識が高まった。職員アンケートによると、

ＩＣＴの効果的な活用について動画等で研

究し、実際に授業に取り入れたという職員

もいる。また、昨年度よりもＩＣＴを活用す

る場面が増えたという声も聞かれ、さらに

新しい取組みにチャレンジしていきたいと

考える職員も多い。ただ、活用の頻度には差

があり、ほぼ毎時間授業で使っているとい

う者から、まだ一度も使ったことがない者

までいるのが現状である。ＩＣＴに不慣れ

な職員が抵抗なく使えるようになる職場を

目指したい。 

「デジタル職員室」は毎朝出勤したらす

ぐにアクセスする職員が多く、予定等の確

認がスムーズになり、連絡事項も確実に伝

わるようになった。学校以外の場所でもい

つでもアクセスすることができるので助か

るという声もあった。 

（２）子どもの変容 

各教科の授業では、生徒もタブレット端

末の使い方に慣れてきて、様々な場面で積

極的に使いこなしている様子がうかがえる。

普段の授業ではなかなか集中できない生徒

が、タブレットを使う授業では目を輝かせ

て授業に取り組む姿も見られるようになっ

た。 

 

４、今後の展開 
タブレット端末の使用頻度が増えたこと

で、上手に使いこなす生徒が多くなってき

た反面、慣れてきたことで使い方が雑にな

ったり、使い方のルールを守れなくなった

生徒もいる。来年度は生徒会活動の一環と

して、生徒による「ＩＣＴ委員会」を発足し、

生徒が主体的にＩＣＴ活用について考え、

ＩＣＴスキルを身に付けることで、正しい

情報モラルを育成するという計画も進行中

である。 

職員からは、授業でタブレットを使う時

間と他の活動時間の兼ね合いが難しいとい

う声も聞かれる。ＩＣＴをバランスよく活

用しながら、効果的に学力や生きる力、人間

力を培う授業をこれからも模索していきた

い。 


